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防蛾のためには
開花遅延させない

ためには

夜蛾類 キ ク

・・・・
終夜照明する 連続照明しない

・・・・

LEDの優れた応答性を利用することで
二つの条件を同時に満たす技術開発に成功

成 果

無処理 連続光
20 - 40 20 - 80 20 - 160

点滅光

20 mW･m-2に設定して終夜照明を行った

※ 無処理を除いたキクの成長点付近の放射照度を

明期（ms）

暗期（ms）
点滅パターン

黄色LED照明下の秋ギクの開花状況

（品種：‘ 神 馬’）
■ 照明条件

放射照度：20 mW･m-2

明 期：20 ms

暗 期：80 ms

黄色LEDによる終夜照明

・開花遅延の発生なし

・切り花品質への影響なし

・防蛾効果を発揮

キクのエコ生産を実現する
LEDを用いた防蛾照明栽培技術の開発

研究内容②：キクに開花遅延させない照明栽培技術の開発

LEDを用いた夜間照明において，キクに開花遅延させない照明方法を開発し，
併せて切り花品質に悪影響がないことを検証する。最終的には、①夜蛾類の行
動抑制技術とともに総合的に判断して，光強度及び点滅パターンを決定するこ
とにより，キクに開花遅延させない防蛾照明栽培技術の構築を目指す。

目 的

ターゲット：輪ギク・コギク及びスプレーギク
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